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３

地
理
的
表
示

^

登
録
生
産
者
団
体
の
構
成
員
た
る
生
産
業
者
及
び

当
該
生
産
業
者
か
ら
農
林
水
産
物
等
を
直
接
又
は
間

接
に
譲
り
受
け
た
者
は
、
そ
の
農
林
水
産
物
等
が
登

録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
特
定
農
林
水
産
物
等
又
は
そ
の
包
装
等
に
地
理
的

表
示
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三

条
第
一
項
関
係
）

_

何
人
も
、
^

の
場
合
等
を
除
き
、
特
定
農
林
水
産

物
等
が
属
す
る
区
分
に
属
す
る
農
林
水
産
物
等
若
し

く
は
こ
れ
を
主
な
原
料
若
し
く
は
材
料
と
し
て
製
造

さ
れ
、
若
し
く
は
加
工
さ
れ
た
農
林
水
産
物
等
又
は

こ
れ
ら
の
包
装
等
に
地
理
的
表
示
又
は
こ
れ
に
類
似

す
る
表
示
を
付
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

三
条
第
二
項
関
係
）

４

登
録
標
章

^

登
録
生
産
者
団
体
の
構
成
員
た
る
生
産
業
者
及
び

当
該
生
産
業
者
か
ら
農
林
水
産
物
等
を
直
接
又
は
間

接
に
譲
り
受
け
た
者
は
、
特
定
農
林
水
産
物
等
又
は

そ
の
包
装
等
に
地
理
的
表
示
を
付
す
る
場
合
に
は
、

当
該
特
定
農
林
水
産
物
等
又
は
そ
の
包
装
等
に
登
録

標
章
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

四
条
第
一
項
関
係
）

_

何
人
も
、
^

の
場
合
を
除
き
、
農
林
水
産
物
等
又

は
そ
の
包
装
等
に
登
録
標
章
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る

標
章
を
付
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条

第
二
項
関
係
）

５

措
置
命
令

農
林
水
産
大
臣
は
、
３
又
は
４
に
違
反
し
た
者
に
対

し
、
地
理
的
表
示
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
表
示
又

は
登
録
標
章
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
標
章
の
除
去

又
は
抹
消
を
命
ず
る
こ
と
等
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
五
条
関
係
）

９

措
置
命
令

農
林
水
産
大
臣
は
、
登
録
生
産
者
団
体
の
構
成
員
た

る
生
産
業
者
が
、
３
若
し
く
は
４
に
違
反
し
、
又
は
５

に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
等
の
場
合
は
、
登
録
生
産
者

団
体
に
対
し
、
明
細
書
又
は
生
産
行
程
管
理
業
務
規
程

の
変
更
等
の
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
一
条
関
係
）

10

登
録
の
取
消
し

農
林
水
産
大
臣
は
、
登
録
生
産
者
団
体
が
生
産
者
団

体
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
等
の
場
合
に
は
、
登
録

の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。（
第
二
二
条
関
係
）

11

農
林
水
産
大
臣
に
対
す
る
申
出

何
人
も
、
３
又
は
４
に
違
反
す
る
事
実
が
あ
る
と
思

料
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
農
林
水
産
大
臣
に
申
し

出
て
適
切
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
五
条
関
係
）

12

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

４

地
域
計
画
の
作
成
等

都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
区
域
に
係
る
地
域
自
然

資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能

な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
、
一
般
社
団
法
人
等
は
、
都
道
府
県
又

は
市
町
村
に
対
し
、
当
該
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て

の
提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
及
び
当
該
計
画
に

記
載
す
る
事
項
に
自
然
公
園
法
等
の
許
可
等
に
係
る
行

為
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県

知
事
に
協
議
し
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
そ
の
他
計
画
の
作
成
に
必
要
な
手
続
を
定
め
る
こ
と

と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

５

協
議
会

都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
地
域
計
画
の
作
成
に
関

す
る
協
議
等
を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

６

自
然
公
園
法
等
の
特
例

都
道
府
県
等
が
国
立
公
園
等
の
区
域
内
に
お
い
て
地

域
計
画
に
従
っ
て
行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
自
然
公
園

法
第
二
〇
条
第
三
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す

等
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
〜
第
九
条

関
係
）

７

自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
基
金

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活

動
促
進
事
業
等
に
充
て
る
経
費
の
全
部
又
は
一
部
を
支

弁
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
二
四
一
条
の
基
金
と
し

て
、
自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
基
金
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
関
係
）

８

そ
の
他

^

国
は
、
地
域
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
都
道
府

県
及
び
市
町
村
に
対
し
、
当
該
地
域
計
画
の
作
成
に

つ
い
て
、
必
要
な
助
言
、
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の

措
置
を
講
ず
る
等
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
関
係
）

６

登
録
等

^

生
産
行
程
管
理
業
務
を
行
う
生
産
者
団
体
は
、
明

細
書
を
作
成
し
た
農
林
水
産
物
等
が
特
定
農
林
水
産

物
等
で
あ
る
と
き
は
、
農
林
水
産
大
臣
の
登
録
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
及
び
第

七
条
関
係
）

_

農
林
水
産
大
臣
は
、
登
録
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き

は
、
申
請
の
あ
っ
た
農
林
水
産
物
等
の
生
産
地
、
特

性
、
生
産
の
方
法
等
を
公
示
す
る
こ
と
と
し
、
公
示

が
あ
っ
た
と
き
は
、
何
人
も
、
公
示
の
日
か
ら
三
月

以
内
に
、
当
該
登
録
の
申
請
に
つ
い
て
、
農
林
水
産

大
臣
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。（
第
八
条
及
び
第
九
条
関
係
）

７

学
識
経
験
者
の
意
見
の
聴
取

農
林
水
産
大
臣
は
、
公
示
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き

は
、
登
録
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
関

係
）

８

登
録
の
実
施
及
び
登
録
の
拒
否

^

農
林
水
産
大
臣
は
、
登
録
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
６
の
_

及
び
７
の
手
続
を
終
え
た
と
き

は
、
登
録
を
拒
否
す
る
場
合
を
除
き
、
登
録
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
二
条
関
係
）

_

農
林
水
産
大
臣
は
、
生
産
行
程
管
理
業
務
の
方
法

が
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な

い
、
申
請
に
係
る
農
林
水
産
物
等
が
特
定
農
林
水
産

物
等
で
な
い
等
の
場
合
に
は
、
登
録
を
拒
否
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
関
係
）

_

こ
の
法
律
に
お
い
て「
自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
」

と
は
、
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
若

し
く
は
一
般
財
団
法
人
若
し
く
は
特
定
非
営
利
活
動

促
進
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活

動
法
人
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
環
境

省
令
・
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
一

般
社
団
法
人
等
」
と
い
う
。）又
は
都
道
府
県
若
し
く

は
市
町
村
が
行
う
次
に
掲
げ
る
活
動
を
い
う
こ
と
と

し
た
。（
第
二
条
第
二
項
関
係
）

\

自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推

進
を
目
的
と
し
て
^

の
地
域
内
の
土
地
を
取
得
す

る
こ
と
。

]

\
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
^

の
地
域
内
の
土

地
に
係
る
活
動
で
あ
っ
て
自
然
環
境
の
保
全
及
び

持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
を
目
的
と
す
る
も
の
と

し
て
環
境
省
令
・
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の

`

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
自
然
資
産
区
域
」
と

は
、
地
域
自
然
環
境
保
全
等
事
業
が
実
施
さ
れ
る
区

域
及
び
自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
促
進
事
業
に
係
る

自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
が
行
わ
れ
る
区
域
を
い
う

こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
四
項
関
係
）

３

基
本
方
針

環
境
大
臣
及
び
文
部
科
学
大
臣
は
、
地
域
自
然
資
産

区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利

用
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

◇
地
域
自
然
資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び

持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第
八

五
号
）（
環
境
省
）

１

こ
の
法
律
は
、
入
域
料
を
そ
の
経
費
に
充
て
て
実
施

す
る
事
業
又
は
自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
を
促
進
す
る

事
業
を
通
じ
て
自
然
環
境
を
保
全
し
、
及
び
そ
の
持
続

可
能
な
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
地

域
自
然
資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持

続
可
能
な
利
用
の
推
進
に
関
し
、
基
本
方
針
の
策
定
、

地
域
計
画
の
作
成
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
自
然
資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び

持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

定
義

^

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
自
然
環
境
保
全
等
事

業
」
と
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
、国
立
公
園
、

国
定
公
園
等
の
自
然
の
風
景
地
、
記
念
物
に
係
る
名

勝
地
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な

利
用
の
推
進
を
図
る
上
で
重
要
な
地
域
に
お
い
て
、

当
該
地
域
の
自
然
環
境
を
地
域
住
民
の
資
産
と
し
て

保
全
し
、
及
び
そ
の
持
続
可
能
な
利
用
を
推
進
す
る

た
め
に
実
施
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
当
該
事
業
を
実

施
す
る
区
域
内
へ
の
立
入
り
に
つ
い
て
、
当
該
区
域

内
に
立
ち
入
る
者
か
ら
収
受
す
る
料
金
を
そ
の
経
費

に
充
て
る
も
の
を
い
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一

項
関
係
）
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